
自動火災報知設備



自動火災報知設備使い方



■　「熱」「煙」「炎」 種類によって感知するものが違います

■　作動した感知器は パイロットランプが点灯します

■　火災表示灯は 火事を感知すると点灯します

■　地区表示灯は 火事が起きている区域が点灯します

■　主音響停止スイッチは 受信機から鳴る音を止めます

■　地区音響スイッチは 音響装置から鳴る音を止めます

■　復旧スイッチは 自動火災報知設備の状態を元に戻します

■　発信機のボタンの板は 大人の指で軽く押せる程度の力（約８㎏）で

　　押すことができます
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受信機の前は整理整頓

火事の場所と状況を確認する
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必ず１１９番通報をする

主音響を止めて １１９番通報をする
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建物によっては

自動的に消防署に通報する設備と

連動していることがあります



感知器の点灯部分は小さい

復旧スイッチは 火が消えてから押す
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